
１．推薦を受けた者の数（そのうちの認定農業者の数） 5人（4人）

２．応募した者の数（そのうちの認定農業者の数） 7人（2人）

３．推薦を受けた者及び応募した者に関する情報の詳細

耕作面積 主な経営作目

1 及川　敏治 無職 65 男
昭和53年3月　小牛田農林高校卒業
令和7年4月　(株)武山興業定年退社

－ － 無 － － － －

　昨年農地の遺産相続の時に農
業委員会にお世話になり、定年
後に農業委員として地域に貢献
したいと思い応募しました。

2 氏家　靖裕 会社役員 46 男
平成19年　(有)氏家農場入社
平成24年　(有)氏家農場代表取締役
令和5年7月～　農業委員

22.9ha ねぎ 有 － － － －

 担い手への農地集積・集約化、
遊休農地防止・解消、新規参入を
進め、地域農業の振興や地域の
活性化につながるような活動をし
ていきたい。

3 手嶋　一郎 農業 70 男
昭和50年　就農
平成11年～　農業委員
平成26年～　農業委員

田4.2ha
鉄骨パイプハ
ウス1,000坪

水稲
花卉園芸

有 涌谷町土地改良区 － － －
　農業に関する見識を持ち、農業
委員として職務を適切に行うこと
が出来る。

4 千葉　利一 農業 56 男
平成5年8月　就農
令和5年7月～　農業委員

田5.3ha
肥育牛18頭

肥育牛
水稲

有 － － － －
　農業を通じて地域に貢献した
い。

5 大友　利明 農業 74 男

昭和54年　就農
平成20年～　旧迫川右岸土地改良区理事
長
平成11年～　農業委員

田16.9ha
畑10a
繁殖牛11頭

水稲
飼料作物
繁殖牛

有

農事組合法人　おさと
ファーム
代表　小谷　道夫
構成員の数：15名
構成員たる資格：地域内に
居住し、志を一緒にする者

－ － －

　先進的な農業経営を進め、年
齢を重ねても地域のリーダーたる
気構えがあり、涌谷町の農業振
興に寄与してくれる人物です。

6 白幡　利政 農業 72 男
昭和54年　就農
平成26年～農業委員

24ha
水稲
転作大豆

有

草岡　拓弘
佐藤　謙次郎
福岡　光義

農業
農業
農業

68
76
76

男
男
男

　農業に熱心に取り組み、周囲に
対する心配りができる人物であ
り、農業委員として適任者であ
る。

7 渋谷　ミホ 農業 53 女
平成23年　就農
平成31年　法人設立
平成26年～農業委員

55ha 水稲 有
小野寺　衛
浅野　順

阿部　俊之

農業
農業
農業

75
77
68

男
男
男

　農業に関する見識を持ち、専業
農家、また、地域のリーダーとな
り活躍しており、農業委員として
適任者である。

応募及び推薦の理由

性別 経歴
農業経営の状況 認定農業

者の該当
の有無

氏名
（法人・団体の詳細）

職業 年齢 性別

涌谷町農業委員の推薦及び応募の状況（最終公表）

令和8年3月12日時点

応募者（推薦を受けた者）
受
付
番
号 氏名　 職業 年齢

推薦者



8 遠藤　和文 農業 60 男
令和4年9月　農事組合法人吉住米麦入社
令和5年～農業委員

1.8ha
ハウス200坪

水稲、麦、大豆
施設野菜

無 農事組合法人吉住米麦 － － －

農業に関する見識を持ち、かつ、
地域のリーダーとしての活躍を見
るに、農業委員としてその任に十
二分対応出来る人材なので推薦
します。

9 湯浅　輝樹 会社役員 54 男

平成24年　(株)onagawa　feefory設立
平成31年4月　(一社)涌谷まちづくり推進機
構設立
令和2年7月～　農業委員

－ － 無 － － － －

　農業委員（中立委員）として活
動してきた中で、今後の新たな農
業経営を推進したいと考えたた
め。

10 佐々木　弘美 農業 62 女

2004年　就農
2008年　つけ物加工業取得
2021年～2024　涌谷産直センター会長
2020年～　農業委員

田50a
畑50a

きゅうり、なす、
白菜、大根。そ
の他野菜

無 － － － －

　涌谷町の農業と食文化の発展
のために、少しでも力になりたい
と思い、３期目に応募いたしま
す。

11 菅原　正博 農業 66 男
昭和53年　旧黄金農協入組～JAみどりの
平成20年　退組、就農

田50a
ﾊｳｽ420坪

ホウレンソウ、
小松菜

無 下小塚環境保全協議会 － － －

　元JA職員、現農地利用最適化
推進委員を経験し、当協議会の
副会長を担当し、発言力、行動力
を発揮しており、農業委員として
も活躍できる。

12 冨田　慶子 農業 66 女 昭和60年～　就農、JA女性部組織役員
田8.6ha
繁殖牛19頭

水稲
飼料作物
繁殖牛

無 － － － －
　農業者の立場から共に営農に
関しての考えを広めたい。


